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2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

リソース多様化
ネットワーク化

低炭素化

①エネルギー貯蔵、変換、
輸送の基礎現象理解

②高効率変換材料の開発
③柔軟で強い構造に寄与

する材料の開発

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

①エネルギー貯蔵、変換、
輸送技術のモデル化

②未利用エネルギー活
用のモデル実機化

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-6 グリーン・エネルギー材料学の夢ロードマップ

①クリーンで経済的な
エネルギーシステム
の実現

製品性能
・材料性能と製品性能

・破壊と経年変化

多様化による安定供給
・未利用エネルギーの活用

・低利用エネルギーの利用仮題

自然災害等への防御
・エネルギーネットワーク

構築

変換効率の最大化

大規模実験

低炭素化の継続的推進

多様なエネルギー源の最
大効率での活用

環境負荷最小限化、再生可能エネルギーと資源の高効率有効利用の
ための製品に期待される材料の機能とその利用技術に関する学術体系

材料工学委員会

2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

①細胞・生体組織との相
互作用のモデル化

②生体機能の人工的再
現・再生医療

③機能表面の制御技術

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-7 医療・バイオ材料学の夢ロードマップ

①高齢社会におけるQOL
を抜本的に改善

バイオ材料活用医療デバ
イスの開発

生体機能の材料システム、
材料プロセスへの展開

生体機能評価技術

分子生物学的評価・解析技術

幹細胞操作

人工臓器

重要疾患の根治的再生
技術

バイオ材料の医療応用
技術

医療のための、さらには生体機能を利用した製品に期
待される材料の機能とその利用技術に関する学術体系

医療の効率
医療の安全性
医療の高度化

①バイオ材料の基礎・基盤設
計-生体組織との調和

②生分解性の制御
③高度な材料プロセスによる

精密なバルク材の構築

材料工学委員会



164 

 

 

 

 

2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

処理量・処理速度up
国際競争力強化
元素戦略適合化

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

①ナノテクノロジーによる素
子の新しいモデル化

②ナノコンポジット化
③電気・磁気現象の理論化

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-8 デバイス材料学の夢ロードマップ

①原子レベル制御技
術による革新的にデ
バイスによる処理能
力の大幅向上

製品性能
・材料性能と製品性能

・信頼性

マルチスケール構造解析

元素戦略
・化学組成設計

・大規模シミュレーション

マルチスケール
ハイスループット

大規模並列手法

グローバル化を支え
るIT技術

超高齢社会における
利用者目線のIT技術

電気・光・磁気機能を利用した製品に期待される材料の機能とその利用技術に関する学術体系

①電気・光・磁気現象の理解
②高性能化への要因の抽出
③材料システムと電子構造の

同時理解
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2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

３D,４D化
欠陥迅速検出
安全性予測

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

①材料システム、材料プロセス
へのフィードバックによって、
材料の創製と高機能化へ

②材料の余寿命、安全性の時
間依存の正確予測

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-9 材料解析・診断学の夢ロードマップ

①実験データに基づき
だれでも利用可能な
総合的解法に昇華
して、普及

構造体性能
・材料性能と構造体性能

・材料の損傷、破壊と経年変化

マルチスケール解析技術
・空間―三次元
・時間―その場

DB化
・正確な実験室計測データ
・材料ゲノム工学との連携

ナノテクノロジーの利用拡大

構造体における材料
損傷の診断

安全、安心な材料マ
ネージメントの確立

材料システムおよび材料プロセスを時間的空間的に解析する物理的、化学的な方法の学術体系

①マルチスケール解析技術の精
密化、迅速化

②広域その場計測技術の開発
③材料システムの時間依存欠陥、

損傷の発生、成長の発見
④材料プロセスの不調の監視、制

御
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2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

マルチスケール
ハイスループット
大規模並列手法

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

①材料システムのモデル化と
シミュレーション手法を確立

②材料プロセスのモデル化と
シミュレーション手法を確立

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-10 理論・計算材料学の夢ロードマップ

①実験データに基づき
だれでも利用可能な
総合的解法に昇華
して、普及

材料システムと機能の関係
・空間均一系

・空間不均一系

性能の動的変化機構
・温度などの使用条件

・時間的変動条件

マルチスケ-ル計算手法の
統合化

第一原理計算
分子動力学
有限要素法

大規模並列手法

時間スケールに対応する
計算ツールの開発

材料機能の発現機構解明と設計のための、理論と理論計算の方法とその利用技術に関する学術体系

①原子（ナノ）からマクロスケー
ルまでのそれぞれの空間ス
ケールを表現する計算手法
とそれらの間を繋ぐ手法の
開発

②使用時の動的現象を表現す
る計算手法の開発・整備
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2010年 2020年 2030年 2040年
西暦

効率性向上
可能性高次化

ネットワーク拡大

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

レ
ベ

ル

総合的解法の普及による
最適材料性能の提供

創製と高機能化の
共通基礎・基盤現象理解

創製と高機能化の
総合的解法確立

11-11 材料ゲノム工学の夢ロードマップ

①各ネットワークから世界
をリードし、世界に貢献
できる研究成果の意欲
的な発信

材料ゲノム
・定義

・実践例

理論・計算材料学との連携

共用実験データベース
・並列構築

・共用のためのインフォマ
ティクス

マルチスケール
ハイスループット

大規模並列手法
大規模DB処理技術

研究成果の共有によ
る学術レベル向上と

研究効率の増大

これまで蓄積されてきた膨大なデータを、理論やモデリング、あるいはデータ解析手法を駆使することで、効率
的かつ迅速に、合目的な材料設計や材料機能創製を果たすための方法とその利用技術に関する学術体系

①端緒的実践を継承し、さらに発
展させるための材料ゲノムの
定義の明確化

②明確な目的意識で組織された
個別研究ネットワークで、自主
的な試行を奨励し、相互経験
交流

①個別ネットワークの連
携システムの開発

②情報管理とシステム運
営の規範の策定

③国際的な展開を開始
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